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2024年３月期第３四半期決算 高い関心が想定される事項 

 

2024 年３月期第３四半期決算について、投資家の皆様の高い関心が想定される事項を、以下のとおり記載

いたしました。 

 

Ｑ１. 業績予想修正（上方修正）の背景について 

Ａ１. ３Ｑ累計は過去最高の業績。営業利益は期初業績予想の 98%まで進捗（決算説明資料 P.19） 

2024 年３月期第３四半期累計期間において、旺盛なＤＸ支援の引き合いを背景に、基盤事業であるクラウ

ドインテグレーションサービスの業績が好調に推移し、売上高及び各段階利益が過去最高の業績となりました。  

大手企業の主力事業領域における Salesforce プラットフォームを活用したマルチクラウド案件を中心に、

API 連携プラットフォームの MuleSoft 導入支援、ID 認証プラットフォームの導入支援など、強みを生かせる

案件が業績貢献しました。 

以上の状況により、当第３四半期累計期間の営業利益進捗率は 98%となり、当第４四半期会計期間における、

業績賞与、来期以降の中長期成長に向けた投資拡大を勘案しても、期初に発表の通期業績予想を上回る見込み

であることから、通期業績予想を上方修正いたしました。 

 

 

 

 

 

 



                                          

 

Ｑ２. 第４四半期会計期間の利益貢献が低い背景について 

Ａ２. 業績賞与や来期以降の成長見据えた投資拡大のため（決算説明資料 P.21） 

第４四半期会計期間において、今後の持続的な成長を見据え、総額で約 150百万円の販管費増額を見込んで

います。内容としては、従業員のエンゲージメントを高めるべく、業績達成度合いに応じて支払う業績賞与、

また、投資拡大としては、エンジニア等従業員数の計画を 253名から 273名に引き上げていることから、採用

費の積み増しや、技術力向上を企図した資格取得推進費用等の追加を見込んでいます。 

 

Ｑ３. クラウドインテグレーションサービスにおける契約顧客数の減少について 

Ａ３. 少額取引の顧客減少が背景であり、業績への影響は軽微（決算説明資料 P.25） 

第３四半期会計期間における大手企業の四半期契約顧客数は、少額取引の顧客が減少したことにより、41

社と２社減少しました。一方で、今期に獲得した顧客を含め、取引拡大に注力した既存顧客からの受注増加が

寄与し、ARPA は大幅増となり、過去最高の売上高を計上しています。第４四半期会計期間においては、既存

顧客の取引拡大のみならず、新規顧客の獲得にも注力していきます。 

 

以 上 


